
◆何ができるようになるか（教科・科目の目標）

〇観点別学習状況の評価の組み合わせと評定（概ね次の表のとおりとする）

◆何で学ぶか（教材等） ◆どのように学ぶか（授業方法、学習方法）
【教科書】

　　新編　数学C，数学Ｂ（数研出版）

　　新編　数学Ⅲ（数研出版）
【副教材】
　　チャート式解法と演習C（数研出版）
　　チャート式解法と演習Ⅲ（数研出版）

3TRIAL数学Ⅱ+B+C（数研出版）
【実力養成】ｼｽﾃﾑ数学入試必修問題精錬（啓林館）

（科目名）

評価方法
・単元テスト
・定期テスト　　　　　　　　　・
小テスト（適宜）

教科名

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，探究するために必要な資質・能力を育成することを目指す。
（1）数学における基本的な概念や原理・法則の系統的な理解を深めるとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈した
り，数学的に表現・処理したりする技能に習熟するようにする。
（2）事象を数学的に捉え，論理的・統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現す
る力を伸ばす。
（3）数学のよさを認識し，数学を積極的に活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態
度，事象を数学的に探究しようとする態度を養う。

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度

普通（理Ⅱ） 科

数学Ⅲ、数学C 単位数（週当たりの授業時数） 6 単位

数学 履修学年 3 年

１００～７０Ａ

６９～４０Ｂ

３９～０Ｃ

評価規準

数学における基本的な概念や原理・
法則などを体系的に理解し、知識を
身に付けている。
事象を数学的に表現・処理する力や
推論の方法などの技能を身に付けて
いる。

事象を数学的に考察・表現したり、
思考の過程を振り返り多角的・発展
的に考えたりすることを通して、数
学的な見方や考え方を身に付けてい
る。

数学の論理や体系に関心をもつとと
もに、数学のよさを認識し、それら
を事象の考察に積極的に活用して数
学的論拠に基づいて判断しようとす
る。

得点率観点別学習状況の評価

・単元テスト　　　　　　　　　・
定期テスト

・授業態度，発表
・レポート等
・自己評価

評価の組み合わせ 評定

ＣＣＣ

学科

○予習・授業・復習の学習サイクルの確立と思考過程を大
　切にした学習習慣の確立を目指す。
○授業は，教科書の内容を中心とする。復習・定着を図
　り，実力養成のため，副教材を利用したレポート等を課
　す。
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◆いつ、何を学ぶか（学習計画・内容）

○平面上のベクトル【C】

○空間のベクトル【C】

○複素数平面【C】

○式と曲線【C】

○関数【Ⅲ】

○極限【Ⅲ】

○微分法【Ⅲ】

○微分法の応用【Ⅲ】

○積分法とその応用【Ⅲ】

〇統計的な推測【Ｂ】

○演習

○演習

１月

思考・判断・表現知識・技能
学習内容

評価方法

主体的態度

単元テスト

単元テスト

単元テスト

単元テスト

単元テスト

期末テスト

単元テスト

単元テスト

単元テスト

単元テスト

単元テスト

単元テスト

期末テスト

単元テスト

・授業態度，
　発表
・レポート等
・自己評価

単元テスト

２月

３月

単元テスト

単元テスト

単元テスト

単元テスト

期末テスト

単元テスト

単元テスト

単元テスト

単元テスト

単元テスト

単元テスト

期末テスト

単元テスト

単元テスト

・授業態度，
　発表
・レポート等
・自己評価

７月

３

学

期

２

学

期

１

学

期

８月

９月

10月

11月

12月

６月

４月

５月

時期

単元テスト

・授業態度，
　発表
・レポート等
・自己評価


